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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は数種類の餌生物に対する魚類の食物選択性を新しい方法によって分析するとともに, これまで

別個に取 り扱かわれて来た食物の質, 量と摂食壷および食物の選択性の関係を統一 して理解しようとした

ものである｡

まず論文の最初の部分では, びわ湖の沿岸部に集合している- ス稚魚を材料として, 魚個体群の要求量

に対する外界中の動物プランクトン量の指標 (fi)と, 魚個体群の要求量に対する消化管内容 量 の 指 標

(Wi)との関係を求めており, その結果1) - ス稚魚の食物選択性は動物プランク トンの種ごとに異なっ

ていること,2)選択性の高い餌については供給量の増加はそのまま摂食量の増加をもたらすこと,3)逮

択性の低い餌においては, それ自身の供給量が増加しても摂食量は増加せず, むしろ後者の増加は選択性

の高い餌の供給量の減少によってもたらされることを明らかにしている｡ 次の部分では, 水槽内のグッピ

- に2種の動物プランクトンを与えた実験結果がのべられており, - スの場合に得 られた結論が裏付けら

れている｡ 最後の部分では, 以上の内容を基礎として食物選択性と摂食量の関係についての論議が行なわ

れている｡ すなわち従来の食物選択性の調査方法 (外界における各餌生物の全体に対する比率 (Pi)と,

消化管内における比率 (ri)を対比し, あるいはそれらを組合せた指標を用いるもの) だけでは不可能で

あった, 自然の複雑な条件下での選択機構, また, 選択性の摂食におよぼす影響および摂食量の選択性に

およぽす影響が, ここに提唱した新しい方法によって明らかにできることをのべ, さらに各餌の選択順位

と供給量と, それぞれの摂食遠との関係を示す一つのモデルを提出しているO

参考論文はびわ湖における主要魚種の消化管内容物の季節的変化を調べ, いろいろな条件によって選択

性の変化することを示したものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

食物選択の問題は, 群集の中における個々の動物種の占める位置を明らかにする上に重要であるととも
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に, 特に魚類においては, 生産のための餌料供給の問題とも関連するものとして, かなり古 くから注目さ

れて来た｡ しかし, 従来の研究の多 くは, 食物の質の問題と量の問題とを切り離して取り扱い, したがっ

て数種の餌生物が共存する場合, その各種の量的組成や魚密度の複雑な変化の下での摂食量と選択性の相

互関連の仕方については, ほとんど解析されないままに今日にいたっている｡ 申請者はこの 困難 な 問題

をときほぐすために, 従来選択性分析法としで慣用されて来た餌生物総量に対する各種餌量の比率と, 潤

化管内容物におけるそれらの比率の対比の代りに, 魚単位体重当り各種餌壷と消化管内餌墓との直接の関

係を利用することによって, 複雑な条件下での食物選択の様式を分析する方法を提唱している｡ そしてこ

れによって, 各餌についての摂食量が他の餌の存在によって, どのように影響されるかを, 野外における

- ス稚魚の調査およびグッピーを用いる室内実験によって分析するとともに, 総摂食量自体も選択性を通

じて左右されることを明らかにしている｡ 更に餌各種の選択順位および供給量と, それらの摂食量との関

係を示す新しい一つのモデルを提唱している｡ これらの結果は, 食物選択についての困難な問題を解析す

るためにとるべき一つの方法を与え, 今後の生態学および魚類生産の分野に寄与するものである. 参考論

文は, びわ湖産数種魚類の食性の季節変化の調査結果であって, 本論文, 参考論文を通 じて, これらの分

野に豊富な知識と充分な研究能力をもっていることが示されている｡

以上のことから, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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